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［
指
導
普
及
課
］
五
月
十
三
日
、
長
野
県
、
中

部
森
林
管
理
局
、
東
御
市
な
ど
が
主
催
す
る
、

平
成
二
十
一
年
度
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県

民
の
集
い
・
第
六
十
回
長
野
県
植
樹
祭
が

「
つ
な
げ
よ
う 

未
来
の
た
め
の 

森
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
標
高
約
一
、八
〇
〇
㍍
の
東
御
市

湯
の
丸
高
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
み
ど
り
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
林

業
関
係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
約
一
、四
〇
〇

名
が
参
加
し
、
植
樹
会
場
で
あ
る
、
湯
の
丸

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
国
有
林
、
約
二
㌶
に
ア

ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ミ
ヤ
マ

ガ
マ
ズ
ミ
な
ど
計
二
、〇
〇
〇
本
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
歩
道
の
木
材
チ
ッ
プ
敷
な
ら
し

や
ト
ウ
ヒ
の
枝
打
ち
な
ど
の
作
業
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
木
を
植
え
る
だ
け
で
な
く
、
木
を

育
て
る
こ
と
、
ま
た
森
林
の
整
備
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
第
十
回
と
や
ま
森
の
祭
典
が
五
月

二
十
九
日
、
上
市
町
「
ふ
る
さ
と
剱
親
（
つ
る

ぎ
し
ん
）
自
然
公
園
で
「
木
を
植
え
て　

地
球

も
心
も　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
テ
ー
マ
に
、
花

と
み
ど
り
の
少
年
団
員
、
農
林
漁
業
関
係
者
ら

約
二
、〇
〇
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
が
吹
く
な

か
、
主
催
者
及
び
城
土
局
長
を
含
め
た
来
賓
者

に
よ
り
、
剱
岳
登
山
の
基
地
で
あ
る
馬
場
島
に

自
生
す
る
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
花
と
み
ど
り
の

少
年
団
と
一
緒
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
開
催
地
の
上
市
町
が
薬
の

町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ブ
シ

（
頭
痛
・
蓄
膿
症
）、
ヤ
マ
ハ
ギ
（
婦
人
病
）、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
（
疥
癬
）
な
ど
の
薬
用
樹
を
植
樹

し
、
植
樹
を
通
し
て
豊
か
な
森
を
次
世
代
に
繋

げ
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
森
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
公
園
内
で
森
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
当
署
の

ブ
ー
ス
で
は
、
森
林
ク
ラ
フ
ト
教
室
や
Ｐ
Ｒ
用

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
森
林
ク
ラ
フ

ト
の
看
板
は
、
臨
時
職
員
の
子
供
さ
ん
に
描
い

て
も
ら
っ
た
動
物
等
の
絵
を
使
用
し
て
案
内
す

る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
パ
ネ
ル
が
好
評
を

得
て
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
順
番
待
ち
が
で
き
る

な
ど
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
三
十
日
、
第
三
十
九

回
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
が
「
源
流
の
森
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

〜
森
と
人　

い
の
ち
の
つ
な

が
り
〜
」
を
開
催
理
念
に
、
源
流
・
分
水
嶺
の

地
郡
上
市
高
鷲
町
ひ
る
が
の
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
分
水
嶺
公
園
内
に
お
い

て
、
源
流
の
森
へ
の
魚
の
放
流
が
子
ど
も
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
後
、
み
ど
り
の
少
年

団
に
よ
る
開
会
宣
言
で
式
が
始
ま
り
、
主
催
者

の
古
田
岐
阜
県
知
事
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
緑
化

功
労
者
等
の
表
彰
が
あ
り
、
各
関
係
団
体
の
代

表
者
や
個
人
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
、

最
後
に
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
「
大
会
宣

言
」、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
岐
阜
県

民
の
歌
を
大
合
唱
し
て
式
典
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
全
員
で
源
流
の
森
づ
く
り
と

し
て
、
平
成
十
八
年
に
岐
阜
県
下
呂
市
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
植
樹
祭
」
の
際
に
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
お
手
播
き
に
な
ら
れ
た
種
か
ら
育
っ
た

苗
木
を
記
念
植
樹
す
る
と
と
も
に
、
ひ
る
が
の

高
原
ス
キ
ー
場
内
に
お
い
て
も
郷
土
樹
種
を
植

樹
す
る
郷
土
の
森
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
次
回
の

開
催
地
土
岐
市
へ
向
け
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
さ

れ
行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
十
六
日
、
愛
知
県
植

樹
祭
が
「
か
な
え
よ
う　

緑
い
っ
ぱ
い　

夢

い
っ
ぱ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
政
施
行
八
十
周

年
を
迎
え
た
瀬
戸
市
蔵
所
町
に
あ
る
「
瀬
戸

蔵
」
及
び
瀬
戸
万
博
記
念
公
園
「
愛
パ
ー
ク
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
瀬
戸
市
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始

ま
り
、
主
催
者
の
神
田
愛
知
県
知
事
ら
の
挨
拶

の
あ
と
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
校
や
功
労
者

ら
の
表
彰
が
あ
り
、
各
関
係
団
体
の
代
表
者
に

記念植樹をする城土局長

みどりの少年団と記念植樹をする城土局長

記念植樹をする竹林所長

各
地
で
植
樹
祭
を
開
催

各
地
で
植
樹
祭
を
開
催

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」

長
野
県
植
樹
祭
開
催

〜
健
康
と
癒
し
の
森
を
〜

　
　
　
　
　
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

愛
知
県
植
樹
祭
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表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。      

　

そ
の
後
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
代
表
に
よ
る

「
み
ど
り
の
誓
い
」
が
述
べ
ら
れ
、
会
場
を
万

博
記
念
公
園
に
移
し
、
名
古
屋
事
務
所
長
ほ
か

多
数
の
参
加
者
に
よ
っ
て
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
、
行
事
を
終
え
ま
し
た
。       

 

［
北
信
署
］
本
年
度
の
北
信
州
植
樹
祭
が
五
月

三
十
日
、
木
島
平
村
や
ま
び
こ
の
丘
公
園
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
徐
々
に
回
復
し
、
時
折

強
い
日
射
し
が
差
し
込
む
植
樹
日
よ
り
の
な

か
、
み
ど
り
の
少
年
団
、
一
般
参
加
者
、
林
業

関
係
者
な
ど
約
四
○
○
名
の
参
加
者
は
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
ほ
か
四
種
類
の
苗
木

六
三
○
本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
、
北
信
州
森
林
祭
実
行
委
員

会
（
北
信
地
区
緑
化
推
進
委
員
会
、
地
方
事
務

所
、
森
林
管
理
署
、
当
該
市
町
村
、
森
林
組
合

等
林
業
関
係
八
団
体
）
が
主
催
し
、
地
域
に
お

け
る
森
林
づ
く
り
と
、
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
・
林
業
の
大

切
さ
と
森
林
整
備
の
必
要
性
を
普
及
啓
発
す
る

も
の
で
、
北
信
地
区
六
市
町
村
の
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
国
土
緑
化
、
育
樹
、
野
鳥
愛
護

の
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
木
島
平
村
小
学
校
三
校
の
み
ど
り
の
少
年

団
代
表
に
よ
る
「
先
人
が
築
い
た
緑
豊
か
な
森

を
次
世
代
に
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
」「
互

い
に
助
け
合
い
緑
を
育
て
て
い
く
」「
緑
あ
る

豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
」
の
誓
い
の
言
葉
の
発

表
後
、
植
樹
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
作
業
後
は
、
用
意
さ
れ
た
キ
ノ

コ
汁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
鬼
島
太
鼓
の

迫
力
あ
る
響
き
を
堪
能
し
行
事
を
終
え
ま
し

た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
五
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
森

林
管
理
局
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開
催
さ

れ
、
局
長
等
会
議
（
四
月
十
六
〜
十
七
日
開

催
）
関
連
の
指
示
及
び
、
本
年
度
の
業
務
運
営

に
関
す
る
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
会
議
に
は
、
林
野
庁
か
ら
沖
経
営
企
画
課
長

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
で
は
、
城
土
局
長
及
び
竹
林
次
長

か
ら

①
事
故
・
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
の
確
認
、

②
行
政
改
革
を
め
ぐ
る
状
況
、
③
農
林
水
産
省

改
革
、
④
収
入
確
保
・
予
算
執
行
、
⑤
適
正
か

つ
効
率
的
な
森
林
整
備
等
、
⑥
会
計
検
査
院
対

応
、
⑦
生
物
多
様
性
の
保
全
、
⑧
多
様
な
森
林

整
備
、
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
、
⑨
労
働
安
全

確
保
等
に
つ
い
て
訓
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
林
野
庁
沖
経
営
企
画
課
長
か
ら
、

国
有
林
野
事
業
改
革
と
農
林
水
産
省
改
革
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

①
国
有
林
野
事
業
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
国

民
各
層
に
国
有
林
政
策
の
重
要
性
等
の
理
解
を

得
る
こ
と
。
森
林
・
林
業
の
課
題
に
応
え
間
伐

の
推
進
、
低
コ
ス
ト
化
、
国
産
材
の
活
用
や
地

域
の
活
性
化
を
牽
引
す
る
こ
と
等
の
説
明
が
さ

れ
、
②
農
林
水
産
省
改
革
に
つ
い
て
は
、
改
革

は
職
員
、
組
織
全
体
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
受

け
止
め
、
内
容
を
理
解
し
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
そ
の
他
関
係
業
務
に
つ
い
て
各
部
長

か
ら
の
説
示

後
、
各
署
長

等
と
意
見
交

換
が
行
わ

れ
、
会
議
を

終
了
し
ま
し

た
。

 

［
販
売
課
］
中
部
森
林
管
理
局
、
長
野
県
木
材

協
同
組
合
連
合
会
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

な
ど
七
団
体
で
構
成
す
る
長
野
県
県
産
材
振
興

対
策
協
議
会
（
会
長
・
細
川
忠
國
）
と
長
野
県

が
合
同
で
、
六
月
期
に
長
野
県
下
八
十
の
市
町

村
長
、
教
育
長
を
対
象
と
し
て
、
公
立
学
校
施

設
や
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に
長
野
県
産
木
材

の
利
用
を
お
願
い
す
る
要
請
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
十
月
に
実
施
し
て
い
た
要
請
活
動

を
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
中
学
校
武
道
の
必

修
化
の
完
全
実
施
に
向
け
て
武
道
場
の
整
備
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
や
耐

震
補
強
等
で
大
規
模
な
改
築
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
五
月
二
十
九
日
に
成
立
し
た

平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
活
用
と

次
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
目
的
に
、
県
下
一
斉

に
要
請
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
要
請
活
動
の
第
一
陣
と
し
て
、
六
月
五

日
に
第
一
班
か
ら
第
四
班
に
別
れ
て
要
請
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
第
三
班
は
森
林
整
備
部
長
を

キ
ャ
ッ
プ
に
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
滝
澤

常
務
理
事
、
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
酒

井
専
務
理
事
、
長
野
県
信
州
の
木
振
興
課
丸
山

係
長
の
四
名
が
、
上
田
市
、
東
御
市
、
小
諸

市
、
佐
久
市
、
佐
久
穂
町
を
訪
問
し
、
要
望

書
、
木
材
利
用
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
手
渡
し
て
、
長
野
県
産
木
材
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

植樹をするみどりの少年団

署長会議の様子

北
信
州
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る

平
成
二
十
一
年
度

　

第
一
回
署
長
等
会
議

長
野
県
産
材
需
要
拡
大
要
請
活
動

長
野
県
産
材
需
要
拡
大
要
請
活
動
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ま
た
、
小
諸
市
で
は
、
芦
澤
市
長
、
小
山
教

育
長
、
萩
原
経
済
部
長
に
対
し
、
要
請
活
動
を

行
い
、
小
諸
市
と
し
て
は
、
児
童
館
等
の
公
共

施
設
に
木
材
を
利
用
し
て
お
り
、
今
後
、
森
林

整
備
の
観
点
か
ら
も
、
公
共
施
設
へ
の
木
材
の

利
用
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、
新
聞
社
の
取
材
が
あ
り
、
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
署
岐
阜
森
林
事
務
所
で
は
、

五
月
十
二
日
に
岐
阜
農
林
高
校
に
お
い
て
森
林

教
室
を
開
き
ま
し
た
。
五
月
二
十
日
に
は
、
下

呂
市
上
原
小
学
校
に
お
い
て
出
前
授
業
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

下
呂
市
上
原
小
学
校
で
は
「
森
林
か
ら
の
贈

り
物
・
森
林
浴
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
を
行
い
、

最
初
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」っ
て
な
に
？
か
ら

始
ま
り
、
森
林
に
入
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
森
林

浴
の
効
能
や
、
初
め
て
聞
く
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

ド
」
の
役
割
を
知
り
森
林
の
大
切
さ
、
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
森
林
管
理
署
の
業
務
内
容

の
説
明
で
は
、
国
有
林
の
空
中
写
真
を
実
体
鏡

を
使
い
見
せ
た
と
こ
ろ
、
山
々
が
浮
き
上
が
っ

て
見
え
て
「
ス
ゴ
ー
イ
」
と
感
動
し
た
り
、

バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
作
り
、
教
室
中
を
鳥
の
鳴
き

声
（
バ
ー
ド
コ
ー
ル
の
音
）
で
一
杯
に
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
か
ら
は
、
森
林
の
役
割
が
よ

く
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。
森
林
の
役
割
が
多
く
あ
る
こ
と

か
ら
何
度
も
森
林
の
話
を
聞
き
た
い
。
等
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
署
管
内
に
お
い
て
は
、
五
月
か
ら
二
月

ま
で
、
各
地
で
森
林
教
室
や
体
験
林
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
五
月
三
十
日
、
長
野
市
及
び

近
隣
市
町
村
の
小
・
中
学
生
の
親
子
を
対
象

に
、
自
然
豊
か
な
森
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
な

が
ら
、
森
林
の
素
晴
ら
し
さ
や
働
き
・
役
割
に

つ
い
て
、
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
学
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
の
様
々
な
取

組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
親
子
の
森

林
体
験
教
室
」
を
、
長
野
市
の
北
信
木
材
流
通

加
工
セ
ン
タ
ー
及
び
戸
隠
高
原
に
お
い
て
開
催

し
、
八
組
、
二
十
一
名
の
親
子
・
家
族
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

長
野
市
の
北
信
木
材
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー
で

は
、
北
信
署
管
内
の
国
有
林
材
を
扱
っ
て
お

り
、
山
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
木
材
が
市
場
に
搬

入
さ
れ
て
か
ら
、
家
の
柱
等
の
建
築
用
材
に
な

る
ま
で
の
各
作
業
の
光
景
を
見
学
し
、
そ
れ
と

同
時
に
、
長
野
朝
日
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

「
ａ
ｂ
ｎ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
「
子
ど
も
に
き

く
ニ
ュ
ー
ス
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
体
験
教
室
に

参
加
し
て
い
る
子
供
達
は
、
マ
イ
ク
を
片
手
に

緊
張
し
た
面
持
ち
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
戸
隠
高
原
で
は
、

キ
ノ
コ
（
な
め
こ
）
の
菌
打
ち
作
業
の
体
験
を

し
な
が
ら
、
タ
ケ
ノ
コ
や
キ
ノ
コ
等
の
山
菜

や
、
国
有
林
内
の
竹
を
利
用
し
た
竹
細
工
等
、

森
林
か
ら
得
ら
れ
る
様
々
な
恵
み
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
三
十
日
に
、
平
成

二
十
一
年
度
「
第
二
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
」

を
豊
橋
市
の
葦
毛
湿
原
で
開
催
し
ま
し
た
。
多

数
の
応
募
の
な
か
、
抽
選
に
よ
り
二
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

湿
原
の
散
策
で
は
、
指
導
普
及
課
の
元
島
技

術
開
発
主
任
官
の
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ
ク
サ
や
モ
ウ

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

平
成
二
十
一
年
度
森
林
教
室
始
ま
る

「
親
子
の
森
林
体
験
教
室
」
を
開
催

芦澤小諸市長等に要望書を渡す桂川部長等

「スゴーイ」と歓声上げる児童

インタビューに答える子供達

説明に聞き入る参加者

葦
毛
湿
原
の
植
物
観
察
と

　

普
門
寺
ル
ー
ト
の
森
林
散
策

　
　
　

〜
生
物
多
様
性
（
森
林
と
植
物
）
〜
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セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
湿
原
の
植
物
の
説
明
に
、
参
加

者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
湿
原
か
ら
豊
橋
国
有
林
内
を
通
っ

て
普
門
寺
ま
で
の
四
㌔
㍍
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
、
結
構
き
つ
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
全
員

が
完
歩
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
来
年
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
」
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
を
盛
り
上
げ
る
関
連
事
業
）

と
し
て
位
置
づ
け
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
、
都
市
住
民
の
方
に
気
軽
に
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
頂
く
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

愛
知
森
林
管
理
事
務
所 

豊
田
森
林
事
務
所
班

　

豊
田
班
は
、
隣
接
す
る
尾
張
森
林

事
務
所
を
含
め
愛
知
県
の
西
部
に
位

置
す
る
尾
張
西
三
河
流
域
の
四
市

（
岡
崎
・
瀬
戸
・
豊
田
・
犬
山
市
）

に
所
在
す
る
国
有
林
九
団
地
を
事
業

区
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
の
特
徴
と
し
て
、
市
街
地

に
囲
ま
れ
た
都
市
近
郊
林
や
地
質
が

も
ろ
く
崩
壊
し
や
す
い
洪
積
台
地
の

た
め
、
九
六
㌫
は
土
砂
流
出
防
備
な

ど
の
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

下
流
域
に
愛
知
県
民
の
九
割
が
生
活
す
る
都
市

部
が
あ
る
こ
と
か
ら
重
要
な
水
源
地
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
豪
雨
災
害
等
を
防
止
す
る
森
林
の

機
能
に
地
域
住
民
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
適

切
な
森
林
整
備
や
治
山
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

班
員
二
名
（
う
ち
臨
時
一
名
）
は
毎
日
、
森

林
官
の
指
示
の
も
と
に
打
合
せ
を
行
い
、
森
林

保
全
管
理
業
務
や
境
界
管
理
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
必
要
な
案
内
標
識
・
注
意

看
板
等
の
整
備
、
歩
道
修
理
や
林
道
維
持
修
繕

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
管
理
面
積
は
少
な
い

の
で
す
が
作
業
地
が
広
域
に
及
ぶ
た
め
高
速
道

路
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
通
勤
時
は
渋
滞

等
に
よ
る
事
故
多
発
地
帯
を
走
行
す
る
た
め
常

に
運
転
業
務
に
は
十
分
注
意
を
払
う
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
熱
中
症
や
防
蜂
対
策
に

十
分
注
意
を
払
い
、
愛
知
所
と
現
場
が
遠
距
離

に
あ
る
た
め
連
絡
を
綿
密
に
と
り
つ
つ
万
全
な

体
制
で
日
々
作
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

 

［
国
有
林
野
管
理
課
］
六
月
十
五
日
、
長
野
市

内
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
「
高
山
植
物

等
保
護
対
策
協
議
会
」（
高
植
協
）
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
植
協
は
、
長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に
民

有
林
に
お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
と
地
域
内

の
美
化
を
目
的
に
、
中
部
森
林
管
理
局
、
環
境

省
、
長
野
県
の
行
政
機
関
や
報
道
、
交
通
、
教

育
、
観
光
、
山
岳
等
の
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
長
野
県
警
察
、
長
野
県
山
岳
協

会
、
長
野
県
自
然
保
護
連
盟
な
ど
三
十
名
が
出

席
し
、
野
口
長
野
自
然
環
境
事
務
所
長
の
挨
拶

に
続
き
、
平
成
二
十
年
度
事
業
、
会
計
の
報
告

及
び
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
を

提
案
し
審
議
し
ま
し
た
。
事
務
を
努
め
る
当
局

か
ら
の
事
業
報
告
で
は
、
平
成
二
十
年
度
の
活

動
内
容
の
報
告
、
区
域
別
の
違
反
の
内
容
や
過

去
五
年
間
の
違
反
内
容
等
は
グ
ラ
フ
化
を
行
い

出
席
者
や
マ
ス
コ
ミ
に
解
り
や
す
い
説
明
に
努

め
ま
し
た
。

　

五
地
区
の
協
議
会
か
ら
の
報
告
で
は
、
平
成

二
十
年
度
の
県
内
自
然
公
園
へ
の
入
り
込
み
者

数
は
前
年
比
一
一
五
㌫
の
一
六
三
〇
万
人
で
し

た
。
違
反
に
対
す
る
指
導
件
数
は
、
高
山
植
物

無
許
可
採
取
、
摘
み
取
り
、
踏
み
荒
ら
し
等
、

二
、二
二
三
件
と
昨
年
比
九
十
六
㌫
で
、
採

取
・
つ
み
取
り
・
踏
み
荒
ら
し
が
増
加
し
、
そ

の
他
は
微
増
及
び
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
年
前
の
平
成
十
一
年
度
と
比
較
す
る
と
違

反
件
数
は
七
十
㌫
の
減
少
と
活
動
の
成
果
が
出

て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
外
国
人
登
山
者
の
増
加
に
伴
い
、
外

国
人
登
山
者
に
よ
る
植
物
の
踏
み
荒
ら
し
、
立

入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入
等
が
増
え
て
お
り
指
導

員
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
今
後
は
外
国
人
登
山
者
に
対
す
る
効
果
的

な
保
護
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
や
南

ア
ル
プ
ス
を
始
め
各
地
に
お
い
て
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
猿
に
よ
る
食
害
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、

一　

植
物
の
盗
採
、
採
取
防
止

二　

 

踏
み
荒
ら
し
、
立
入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入

防
止

三　

ペ
ッ
ト
持
込
の
自
粛
推
進

四　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

五　

 

野
生
獣
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
防
止

で
し
た
。

　

審
議
の
中
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
へ
の

対
応
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
関

係
機
関
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
植
協
の
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、

一　

高
山
植
物
等
の
保
護
思
想
の
高
揚

二　

 

高
山
帯
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
自
粛
へ

の
指
導

三　

 

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
及
び
強
化
週
間
の

実
施

等
を
目
標
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所
で
の
積

土のう積による横断排水修理

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

第
四
十
八
回

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

総
会
を
開
催

第
四
十
八
回

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

総
会
を
開
催
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極
的
な
保
護
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
が
取
材

に
訪
れ
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
広
域
的
な
啓
発

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

◎
全
国
安
全
週
間

　

７
月
１
〜
７
日　

◎
国
観
協
総
会

　

７
月
２
日　

長
野
市

◎
森
林
認
証
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

７
月
13
日　

名
古
屋
市

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
８
・
17
・
30
日

　
　

富
山
・
岐
阜
・
木
曽
署
管
内

会議の様子（カメラはＮＨＫ）

採取
2%

平成20年度違反状況過去10年間の指導件数

摘み取り
7%

踏み荒らし
35%

立入禁止地侵入
36%

ゴミ投棄
6％

その他
14％

11
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

12 13 14 15 16 17 18 19 20
年

保護指導員
注意指導

延
人
数

件
数

平成21年度　高山植物啓発ポスター 4カ国語啓発パンフレット（中信署作成）
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［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
木
曽
谷
は
、
冷
涼
多

雨
な
気
候
の
た
め
湿
性
ポ
ド
ゾ
ル
化
土
壌
が

所
々
に
分
布
し
、
造
林
木
の
生
育
が
不
良
な
と

こ
ろ
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
漸

伐
施
業
に
よ
り
森
林
形
態
を
維
持
し
つ
つ
、
劣

悪
な
土
壌
、
冷
涼
な
気
候
環
境
へ
の
適
応
性
の

高
い
天
然
性
稚
樹
を
活
用
し
て
更
新
を
図
る
こ

と
と
し
、
昭
和
四
十
八
年
に
事
業
的
規
模
で
の

ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
試
験
地
を
、
長
野
県
木
曽
郡

上
松
町
小
川
入
国
有
林
一
五
七
い
林
小
班
に
設

定
し
ま
し
た
。

　

標
高
は
、
一
、四
七
〇
㍍
、
面
積
六
・
九
〇

㌶
に
、
集
材
効
率
を
重
点
に
列
状
に
母
樹
を
配

置
し
た
試
験
区
（
一
号
区
、
四
号
区
）
と
、
更

新
を
主
眼
に
母
樹
を
均
等
に
配
置
し
た
試
験
区

（
二
号
区
、
三
号
区
）
及
び
作
業
を
行
わ
な
い

対
照
区
（
五
号
区
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

三
十
年
余
り
に
亘
っ
て
試
験
が
続
け
ら
れ
、

平
成
十
六
年
の
調
査
で
は
、
母
樹
の
配
置
方
法

別
の
双
方
に
お
い
て
、
ヒ
ノ
キ
が
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
一
万
本
を
超
え
、
平
均
樹
高
は
ほ
ぼ
四

㍍
に
達
し
、
試
験
区
別
に
は
著
し
い
差
異
は
現

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
天
然
更
新
の
成
功
例
と
し

て
の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
伐
採
を

行
わ
な
い
対
照
区
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
耐
陰

性
の
あ
る
ヒ
バ
が
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
万
本

余
り
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
代
は
ヒ
バ

林
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ヒ
ノ
キ
を
更
新
さ
せ

る
た
め
に
は
光
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
受
光
伐

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
の
成
功
要
因
と
し
て
は
、

①
前
生
稚
樹
が
多
数
存
在
し
た
②
天
然
更
新
の

阻
害
要
因
で
あ
る
サ
サ
が
な
か
っ
た
③
厚
い
疎

腐
植
層
が
な
く
緩
傾
斜
地
で
あ
り
種
子
の
定
着

が
良
好
で
あ
っ
た
④
母
樹
の
適
切
な
配
置
と
母

樹
の
長
期
間
保
残
が
で
き
、
種
子
の
供
給
が
続

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

試
験
地
は
、
漸
伐
施
業
で
す
が
試
験
の
過
程

を
観
察
で
き
る
よ
う
更
新
完
了
後
も
、
後
伐
を

行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
と
し
て
成
林
す
る
ま

で
三
〇
〇
年
近
く
の
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
試

験
期
間
は
未
だ
一
〇
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
こ
と

か
ら
試
験
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

所
在
地
…
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町

　
　
　
　

小
川
入
国
有
林
一
五
七
い
林
小
班

保残木（母樹）と更新木（若木） ４号区の更新状況

2828

上
松
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の

　
　
　
　

漸
伐
施
業
試
験
地

上
松
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の

　
　
　
　

漸
伐
施
業
試
験
地

平成16年度　調査結果
試験区 ヒノキ ヒバ ヒメコマツ その他L 計（平均）

�号区

本数（本／ha） �6,200 �,300 0 �,�00 �8,900

胸高直径（cm） 3.0 3.9 3.� （3.�）

樹高（m） 3.3 3.3 3.9 （3.�）

2号区

本数（本／ha） ��,300 �,900 300 �00 �8,000

胸高直径（cm） 3.0 2.� 6.0 �.2 （�.�）

樹高（m） 3.2 2.6 �.8 �.� （�.�）

3号区

本数（本／ha） 9,600 �00 �00 �,200 ��,�00

胸高直径（cm） 3.0 3.0 �.6 2.2 （�.0）

樹高（m） 2.8 2.� �.8 2.3 3.�

�号区

本数（本／ha） 3,200 6,�00 300 �,�00 ��,�00

胸高直径（cm） �.2 �.� 6.� 3.3 （�.�）

樹高（m） �.2 3.8 �.2 �.9 （�.�）

�号区

本数（本／ha） 3,�00 ��,300 0 �00 ��,�00

胸高直径（cm） 2.6 3.2 �.� （3.�）

樹高（m） 3.� 3.2 �.2 （3.8）

（平均）

本数（本／ha） （9,��0） （�,220） （220） （�,0�0）（��,020）

胸高直径（cm） （3.2） （3.�） （6.8） （�.3） （�.�）

樹高（m） （3.3） （3.�） （�.9） （�.�） （3.9）
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ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

 

［
東
信
署
］
通
称
「
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
」
は
東

信
、
南
信
、
中
信
署
に
ま
た
が
っ
て
指
定
さ
れ

て
い
る
「
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
」
の
蓼

科
山
か
ら
美
ヶ
原
高
原
ま
で
の
北
半
分
を
、
標

高
一
、六
〇
〇
か
ら
二
、〇
〇
〇
㍍
の
高
原
地
帯

を
縫
う
よ
う
に
縦
断
で
き
る
全
長
七
六
㌔
㍍
の

自
動
車
道
で
す
。

　

こ
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
沿
い
に
は
、
宿
泊
施

設
が
集
中
し
て
い
る
「
白
樺
湖
高
原
」
が
あ
り
、

夏
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
冬
は
ス
キ
ー
が
楽
し

め
ま
す
。「
車
山
」
で
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
滑

空
が
見
ら
れ
ま
す
。「
霧
ヶ
峰
」
に
は
、
高
層

湿
原
の
「
八
島
が
原
湿
原
」
そ
し
て
、「
美
ヶ

原
高
原
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
美
ヶ
原
高
原
は
、
台
地
状
の
地
形
で
あ

る
た
め
、
周
囲
三
六
〇
度
が
見
渡
せ
穂
高
連
峰

か
ら
八
ヶ
岳
、
浅
間
山
ま
で
眺
望
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
約
三
〇
〇
㌶
の
牧
場
が
放
牧
共
用
林

野
と
し
て
美
ヶ
原
牧
場
畜
産
組
合
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
は
野
外
美
術
館
、
宿
泊
施
設

も
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
沿
い
は
、
草
刈
場

で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
原
野
で
、

六
月
中
旬
頃
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
七

月
中
旬
頃
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
八

月
は
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
・
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
・

ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
の
高
山
植
物
が
一
面

に
見
渡
せ
る
光
景
は
感
動
も
の
で
、
四

季
を
通
じ
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
こ
の
原
野
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

群
れ
で
植
物
を
食
べ
に
来
て
お
り
、
特

に
美
ヶ
原
牧
場
に
は
、
百
頭
以
上
の
群

れ
が
夕
方
現
れ
、
人
間
が
近
づ
く
と
息

を
吐
き
威
嚇
し
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
「
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

に
向
け
た
生
息
環
境
等
整
備
モ
デ
ル
事

業
」
に
よ
り
県
・
地
元
市
町

と
連
携
し
て
調
査
・
対
策
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

◇ 

自
動
車
に
よ
り
、
一
例
と

し
て
中
央
道
諏
訪
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
五
〇

分
、
上
信
越
道
佐
久
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
六
〇

分
で
す
が
、
松
本
市
、
茅

野
市
、
立
科
町
、
上
田
市
、

長
和
町
と
ど
こ
か
ら
で
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

美ヶ原高原美術館の野外展示物

ニホンジカが現れる美ヶ原牧場

群生しているヤナギラン


